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食
荔
支
二
首 

幷
引  

 

荔
支
を
食
す
二
首 

幷
び
に
引 

紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）
、
六
十
一
歳
、
恵
州
で
の
作
。 

 
惠
州
太
守
東
堂
，
祠
故
相
陳
文
惠
公
。
堂
下
有
公
手
植
荔
支
一
株
，
郡
人
謂
之
將
軍

樹
。
今
歲
大
熟
，
賞
啖
之
餘
，
下
逮
吏
卒
。
其
高
不
可
致
者
，
縱
猿
取
之
。 

恵
州
の
太
守
の
東
堂
に
、
故 も

と

の
相
陳
文
恵
公
を
祠
る
。
堂
下
に
公
の
手
植

し
ゅ
し
ょ
く

の
荔
支
一
株
有
り
、

郡
の
人
は
之
を
将
軍
樹
と
謂
え
り
。
今
歳 

大
い
に
熟
す
。
賞
啖

し
ょ
う
た
ん

の
余
、
下
は
吏
卒
に
逮 お

よ

ぶ
。

其
の
高
う
し
て
致
す
可
ら
ざ
る
者
は
、
猿
を
縦 は

な

っ
て
之
を
取
ら
し
む
。 

【
語
釈
】
○
陳
文
恵
公…

陳
堯
佐
、
あ
ざ
な
は
希
元
。
仁
宗
の
世
に
参
知
政
事
（
副
総
理
）
と
な
っ

た
。
一
時
こ
の
恵
州
の
知
事
の
代
理
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
○
郡
人…

郡
は
恵
州
を
さ
す
。

○
将
軍
樹…

茘
支
の
品
種
の
名
。
○
大
熟…

た
い
へ
ん
多
く
み
の
っ
た
。
○
下
逮
吏
卒…

逮
は
及
ぶ

義
。
吏
は
下
級
官
吏
、
卒
は
用
務
員
。
従
卒
。
蘇
軾
は
ほ
ん
と
う
の
官
吏
で
な
く
罪
人
で
あ
る
が
、

か
れ
に
も
分
け
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。 

【
解
釈
】
恵
州
の
知
事
官
舎
の
東
の
広
間
に
は
、
副
宰
相
で
あ
っ
た
陳
堯
佐
氏
を
ま
つ
っ
て
あ
る
。

そ
の
軒
下
に
陳
氏
が
手
ず
か
ら
植
え
た
一
本
の
茘
支
の
木
が
あ
っ
て
、
土
地
の
人
は
将
軍
樹
と
よ
ん

で
い
る
。
今
年
は
実
が
よ
く
な
っ
た
の
で
、
ま
ず
知
事
が
賞
味
さ
れ
、
の
こ
り
は
下
役
や
小
使
に
ま

で
わ
け
ら
れ
た
。
高
い
こ
ず
え
の
手
が
と
ど
か
な
い
処
の
は
、
猿
に
自
由
に
食
わ
せ
る
の
で
あ
る
。 

其
二  

羅
浮
山
下
四
時
春 

 
 

羅
浮
の
山
下 

四
時 

春
の
ご
と
し 

盧
橘
楊
梅
次
第
新 

 
 

盧
橘

ろ

き

つ 

楊
梅 

次
第
に
新
た
な
り 

日
啖
荔
支
三
百
顆 

 
 

日
々

ひ

び

に 

荔
支
を
啖 く

ろ

う
こ
と 

三
百
顆 か 

不
妨
長
作
嶺
南
人 

 
 

妨
さ
ま
た

げ
ず 

長
と
こ
し

え
に
嶺
南
の
人
と
作
る
こ
と
を 

【
語
釈
】
○
羅
浮
山…

恵
州
の
西
北
に
あ
る
山
。
○
盧
橘…

漢
代
の
賦
な
ど
に
見
え
る
果
実
。
日
本

の
枇
杷
。
○
楊
梅…

や
ま
も
も
。
○
次
第
新…

次
々
に
新
し
い
も
の
が
絶
え
な
い
。
○
日
啖…

毎
日

た
べ
る
。
○
顆…

果
物
な
ど
円
形
の
物
を
数
え
る
助
数
詞
。 

【
語
釈
】
こ
こ
は
羅
浮
山
の
ふ
も
と
、
一
年
じ
ゅ
う
春
み
た
い
な
気
候
だ
。
び
わ
、
そ
れ
か
ら
や
ま

も
も
と
次
々
に
新
し
い
果
物
が
出
て
く
る
。
毎
日
毎
口
、
れ
い
し
を
（
王
献
之
で
は
な
い
が
）
三
百

個
ず
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
死
ぬ
ま
で
嶺
南
の
住
民
と
な
り
終
っ
て
も
、
私
は
不
平
は
言

う
ま
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
国
詩
人
選
集
二
集 

蘇
軾
（
下
）
小
川
環
樹
よ
り
抄
出 


